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土来ない ラ跛 噸芝或である。

　こうIC・lr ． こ の 齢晶の よ♪に イ嫉 元磁 ・断 の 場A・ t・ t9． 一
舳 訊 ピ ン 才躙関

数・瀬 雌 ・ 物 瑚 ・ ESR ス ペ フト鶴 3躯 勧 場合 瞳 ・ U ・ 、

側Z 戚 吸収線形 は L。 hent ∂型有り ずれ まr＝ 　輙 o乏e 頼互荏用仍 生 じk

舗 に ha 、 θ ま節 。・瑁 ・ 嫁 の 項 左含ん だ覆継蠣 1綏 化 跡 歹こ と η
ぐ知

うれ1 い る 。　し月
丶 し・誘票

一
形（9Lore れt

（｝
型 ズ め ソ、　図16の 茜肇

‘

陽の 角ノfB〜B−，）k 【ま・

戦 ・婦 彡の ／4… Bcen亠 θ で孟 す哉 η・賞 マ い わ 仍 鰍 頑 託柳 卜硝寺椥 tw
うれ ない 。

　こ 嶋 の 鞴 誌 之合 帆 う と， Cs・C。・CP、 の 邸 R砿 ・ 齲 ・源 因 と習

うる唯一
の 相互イ乍用とし マ は． 図2 の Ae／ica！C夙atn 犠造 か 》期侍ξ 軟 ゐ 斥対

糠 繍 互作用、つ ま ゆ ・gee・5h … kf調 ・吻 ・ ゆ
一
顔 概 イ梱 ・ イ巴隊

い ．黥 F こ 備 晶の 調 相互づ開 が擁 すk ： と町 で1・ ft”S　yt　i お ・ノ．

iOK以 下で ・ 褫 拡瞭 翻 る ス ピ ン酬 ド は． こ ・ 樋 伽 ・
・蝉 蝦 誂 演

じ脚 る ．
’2 ）

“・f・ ， こ ・ 餅 淋 醤互イ糊 ・ 六縦 f9　（・ 2／9 ）丁
、

つ ま
・

ノ
〜 ・．！」

の褌 磁 之 沖 物 で 1「　E 〜 3・kt する と・ e魑 噌
・ n ・・bexxiftf　E．2k

慮 し ・ 琳 分 1・紺 cピ裡疫・ 諱翫 拝 ラす・ と 呵 能 葡 る・ 物 上 ・ の

姻 才棚 互イ開 ・ 穴ミさ は． C・

2†

41 ン 闇埆 所蜘 荊 柚 ・依御 ・ 釧 fCX

遍相へ ・鰯 伎 八 面体・ 歪み嬢 て立が
1
冫嫐 城 痴 ・ 姻 ご加 ・ ・s る ・ t…

’

眞購 こ れ6 。 し r： が ・ 了 ． 図14．図／ぬ・ み 5れ る転移声、の 下 で の 線描の 温度変化
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はそのtcの L考之 ラ ig　k ． び （： 3r：
， こ の D　一　IVI相互作用は非対角マ彳目互イ乍用

蘭 バ ／　di ラン ダム ト1レ ク根関関撫 速く臧熱 1 しまラの でx　 ESR の ス

ペ フト1凶 二僚次孟晦柱体の糊蜜気が憂れ ない こ ヒ 毛説明できb ・

　しm し． P − M相互作用9C5C 嫉 α3 の EβR稗福の．原因 ヒ する こ と 1こ i9　児月

繧が
・
ユっ あ る． この 結晶の高温相 ド お　i）る構造ぼ　X謀ド よる構造解暫の 方 か 5

侍ズ 応 c髄 c鯉 ・  沖 も 、 ろ ，
　 t し｛）　f・

’
とY5 ヒ び 佃 ・尸司

［・廨 描 幡 扉 め ゆ 調 ネ断 用輔 ね しま… 舗   梱 串 剛

之智 ・ ぴ 甑 紡 夏叙 面 ・ま 上 〔・ 藏 ．鷲 ようr 両相 ・
’
麺 tsg　r・

差縛 ・ 謡 相 。 鵝 の 調 槌 1乍豚 よ畑 ・ 堵 え ご 租 徽 い ・ こ ・

矛徹 説朗殉 ・ 匹 0、 α 仏 の 高温櫛 構造が e鵡 畆 型 で［ま轍 ．低温

榔 同構 歪ん だ 緬 備 澎 しマ い ・ 气岬 c謹 間 破 翻 灘 気【
・

〈 ラ

ベ 遣 、運 雛 し・ ・吻 と
、考鯑 侃

・ 卸 ，
“t　 L ・ 躪 凅 才帆 f ・ よ ラな浬

蜘 平均嚇 ・ 鋤 期 る ・ だ ・騨 1ご・ 惣 ・・繍 ・対袵 ・ 高・構 1・ 孜

て しまラであろ ク， そこ で　フ ごF ． ゼの よ♪な彬 の 運勁 と［9 ど の よ）な うの

n、

瓦考之 マ みろ ・

9SC βC。 α 、 の 高温相ド釧 る格鯉 勤

⊂u、． ， 含ん だ八 酔 ・ 測 α α論 チ譎 之 を バ 論 知 賜 ・1 ブ蝋
一

TeUe　vr 相互 イ乍用 Et含τ・ ハ ミ 1レ トニ ァ ン 1ま

　14− fPt（磊小 卦 呶 ・ ¢ 1・ ん［bQl　li］・ A・　Qs（ρ；− 3QS） Cl）

の よう落 く こ 歴 貸 るべ こ で， Q、 α瀞 図 7ド肩 よ 朔 砿 の紬 ・

餅 辭 鯒 ．伽 2恥 丁肅 一
矧 ・・相互作駆 表・ ・ と く 曝 デ隻・ 劇 ・

翼オ1［肛 礼 ギ
ー
1・租当 する嘶

“
あ る ．

　い ま．第一 血以 ヒ し 1 、蓮
國
動工 31レギ

ー
五兪視ル て． Q孔 Q　き静的なパ ラメ

汐 ・ しu2 ラヒ． 異方檸 濫 仙
・ 齢 ・ 私 工 袖 ギ

ー は一 図商 の 1： ・
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Q
、

Q3

　　　　Q2　　　　　　　　　　　　Qユ
ー0・　乎面丙の・

　 　　 半倒 A レ旗げ の A

　 　　 周上 ギ最小 と な る 。

　 　　 jr＝ ．暈後の 翠方lll生

　 Q3 辞 1し ギ
ー
廊 含め

　 　　 る と、　55 ド 円周上

　 　　 の申て 3 つ の 知 P
　　　　　　　　　　　　　 の オ向わ囁 モ珍 レ

　　　　図　18＞　　　　　　　 ギ
ー

バ 低い 殳ff彡a5

え b こ ヒがわ ”、 る ・ ｛ こ で　Qユ
＝ 尸ia・c＞n．　0．　 Qe　” jOesゆ　e

と お い ヱノ＼面岼・
の 変

‘iT彡E「F面1…iiTする こ と 1二 ずる と　系

の ハ ミル トニ ァ ン （イ）は ，　　　 図　！7

　　丿4号 μ（グ＋ 戸θつ・ 弛 岬
z 一

冏 尸礁 尸
3
ω ・3θ 　 　 ・2 ）

t・’s　6
・ しr・　n・

“
・ ・．　 2 の 臆 蠣 動 1謙 視 臼

、
ハ 餌 畔 御 謂 澗上 砂

・ く 1哩 蛎 腐 の 騰 之 軌 ／慟 外・ 蓮蛎 獄 は．次 ・ よ）1・ θ・ 騨 ・

2踏微分方彳呈式で赤 ざれる 。

　　慕 ＋ 天伽 3 θ一 〇　　　　　　　　　　 c・）

擁 し．入 は 暫 気価 る 、 こ卿 廼 》‘・ 孫 協 魏 脚 θ謁 挈 挈 ・
・

あ る こ ヒがLk？　viる・ これ は．それぞれ八 面抔が： 竃 差 3軸オ向ド伸裕る変形ド

ヌ採
・
しマ 、、る 。

と こ ろ で． C・
　C・

　ce・ の の F ハ面体 ・q っ 緬 譲 有して 1次元的 〔・ つ な
・

が ・ マ い る湯合 し； tg．八 面体の9形 ・・ ch 酬 ・沿 ・ て伝樹 る ・ と韻 脂 さ掲 ．

va ．ノ噛 イ勅 葬 鎹 ． 胸 。 鳳 ・d構造祠 け ）r−． （緬 悶 ・ う缶 て順

｛・回軌 U ヒる ・ と 阿 る t・肉 冷・ つ 齢 醂 ・ 船 蒋 ン シ γ 瞬 簡学
｛二．
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　　　　畴」． 、書 （o、
’
・
一
・eJ， ，）

2

の よ ）1： 表すご ヒ nth
一
でき・る。　しr： ηでフ て，　ch　oci　rtの 蓮動ラ堺呈式は

　　　誰吠 画 ・eu−・ 鵬
一
・e、

’一莇 ． ∂一
・ 　 　 …

とtJ ゐ 。 こ弔 は ， 蓬続体辻似 E行い ， 砺五亀挽変数θで置き炉 之 る と ．
’

詰局 ．

LUrue − （｝ov−d　o れ
一
オ程式

　　　　咢・
一 爵 ・ 仙 3θ 　 　 　 ω

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 θ

めゴ彡に な る 。 ＿ こ 1 ． 耋（」ぐhω険

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2V3

1・ラ
’

δ・ 確 標であろ 。

諏 ナ）の ソ リト ン解烟 ！1耐
）な階段関数ヒな る が． こ れ 1よ．

hd副 ch… ；・　 c： お ける d・皿伽 　
゜

u 厂 cx．l！の 豊」動ド相当・ する ． 図 ！9

ち

蚕6 　お＊つリ‘こ

C！
f

の Jahn− Telle・効果猶 之 e ヒ，
一

（鰍α ，
−

ch蝋 の守定〜騰 〔ま． 1

相・ よ〉に 各ノ湎 体凶 つ の 主軸方向1・ 1躯 て当 の で暫 妨 向刀
・　ch　crin　t・沿

フ マ噸宏回乾するhelic・・1tWL4とな ゐ． こ の 8 フな
，

痘 1に司 ch 　ain は前Rlで

er よ）に ，a．、he − Goicdon駈
“
卸 マ． 物 栃 鼬 ・ は．　 d・画 ・ 囲 1が

噛

cilCK・inF ラ谷つ マ走る
，　い リ ウゐ ソ ソトン が

』
｛多在 する ．

　Cs　Ca　C23の 高温相は， ｛の よ）v ソ
1

ノトン が丿朸起され マ v ろ状態， すな わ5．

低温桝 み 弾 る歪ん 勘 曲 副 d脚 肺
・多く の d・ mxin 　l汾 害りさ軸 しワ 、

物 dom　on　n　 w 副 が ch 卿 1・ 汾 ・ て 蓮諏 マ 、嚠 磯 勇 之 ゲ と カペで き

るe　
・・i・ 齢 x線助 夷験では当 オ吻 多くの d・m ・in 好 均 し r・　t の fr

みる ・ t 圓 ソ、 （秦槻 込 構勧 よラな対ネ雕 の高い楢造｛
・ み之e・・

’『
あ ろク，

ま・r・ ．　 d・rn　Q　in 蹴 11・ 蓮菫加 、　 cif
＋

ス げ ン 問破 換黻 数〔・ 比 べ マ遅 卿 ば
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